
  

2025年度(第 46回) 日本 EU学会 研究大会 
 
第 1日   11月 8日（土）   静岡大学 静岡キャンパス 開場・受付開始 12:30 

理事会 11:00-12:45 

 
共通論題 フォン・デア・ライエン体制 2期目の課題 
前    半 13:00-14:00 日本語セッション 

※ 司会者の主旨説明 10分 
報  告 論   題 司   会 

高屋 定美 
（関西大学） 

13:10-14:00  30分報告・20分討論 
変貌する秩序下での EU経済成長戦略と財政ルールの
ゆくえ 

太田 瑞希子 
（日本大学） 

休 憩  14:00-14:10 

総 会  14:10-14:40 

 
後半 14:40-17:55 英語セッション 

※ 司会者の導入 10分  

Jean-Eric Paquet 
(Ambassador Extraordinary and 

Plenipotentiary of the EU to Japan) 

14:50-15:20  20分報告・10分質疑応答 
The Second von der Leyen Commission 
－ Priorities, Challenges, Opportunities 

Yumiko Nakanishi 
(Hitotsubashi 

University) 

Yoichiro Usui 
(Niigata University of International 

and Information Studies) 

15:20-15:50   20分報告・10分質疑応答 
Is the Green Deal Still Alive? 
－ The Second von der Leyen Commission amid 
the Rise of Eurosceptic Far-right Parties 

Hikaru Yoshizawa 
(Kansai University) 

15:50-16:20   20分報告・10分質疑応答 
Competition Policy of the von der Leyen  
Commission I and II: Change and Continuity 

Ulrich Haltern 
(Ludwig Maximilians University of 

Munich) 

16:20-17:25  45 分報告・20 分質疑応答 
Von der Leyen Commission II – Policy, Politics, and 
the Political 

Jean-Eric Paquet 
Yoichiro Usui 
Hikaru Yoshizawa 
Ulrich Haltern 

17:25-17:55  30 分討論  

懇親会 18：10-20：00 

 



  

 第 2日  11月 9日（日） 午前の部 静岡大学 静岡キャンパス 開場・受付開始 9:30 

分科会  10：00-12：30  20分報告・15分質疑応答 

分科会名 報 告 論  題 司 会 

分科会１ 
経済 

和田 美憲 
（同志社大学） 

市場統合プロセスにおける企業パフォーマンスの変
容―「人・もの・サービス・資本の自由な移動」の
ミクロ的検証 

山本 いづみ 
（名城大学） 

山村 延郎（代表） 
（拓殖大学） 
石田 周 

（愛知大学） 
橋本 理博 

（愛知学院大学） 

サステナブル・ファイナンスを巡る EUと加盟国との
相互関係 

服部 倫卓 
（北海道大学） 

EUとの統合がウクライナ・モルドバ経済にもたらす
効果 

鈴井 清巳 
（京都産業大学） 

EUのインターリージョナリズム（Inter- 
regionalism、地域間主義）の新展開 

分科会２ 
法律 

岩谷 暢子 
（海上保安大学校） 

欧州における海上保安行政協力の構造：海上におけ
る「監視」活動の実施基盤の形成を中心に 

松隈 潤 
(東京外国語大学) 

 

畠山 佑介 
（西村あさひ法律事務所） 

第二次トランプ政権下での日 EUの経済安全保障政策 

中井 愛子 
（大阪公立大学） 

地域統合をめぐる EU判例法理の域外展開―欧州と米
州の裁判官対話 

髙松 満至 
(元日本電信電話株式会社） 

気候変動緩和のための自然保護、再生強化の取組み
－欧州グリーンディールをベースとして－ 

分科会３ 
政治社会 

佐藤 俊輔 
（金沢大学） EUにおける移民・難民政策改革と連帯の行方 

森井 裕一 
（東京大学） 

福田 智洋 
（東海大学） 

EUの正統性・再考―EU諸機関と研究者の解釈整合
に向けて― 

石川 雄介 
（地経学研究所） 

欧州右派勢力による外交・安全保障政策の比較分析
─ウクライナ支援・国防・対外関係 

植村 充 
（名古屋商科大学） 

CJEU判決と加盟国外交政策への影響－西サハラに関
連する諸判決とフランス外交政策の自律性を事例に 

 
  



  

第 2 日  11月 9日（日） 午後の部 静岡大学 静岡キャンパス  

ポスターセッション 12：00-13：30 （掲示は大会中常時） 

松澤 祐介 
（静岡大学） 

EUとウクライナ支援：その成果、評価と展望 

徐 楊 
（渥美坂井法律事務所 
外国法共同事業） 

EU競争法の影響と中国独占禁止法の進化：デジタル経済と規制のバランス 

昼食・休憩／理事会  12：40-13：30 

総 会  13：35-13：50 

公開シンポジウム EUとデジタル・AI 
14:00-16:30（日本語） 

司会 上田 純子（愛知大学） 

報告者 寺田 麻佑（一橋大学） 

林 秀弥（名古屋大学） 

原田 祐樹（中央大学） 

吉田 健一郎（日立総合計画研究所） 

 
※ 懇親会は事前申込を完了した会員のみ参加可。非会員聴講者の方はご参加いただけません。 
※ 公開シンポは非学会員に無料開放。 


